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Ⅰ．問題の所在
「 幼稚園教育要領 」は昭和31年に公布され、そ
れ以後4回（ 昭和39年、平成元年、平成10年、平成
20年 ）の改訂を経て現在に至っている。「 幼稚園
教育要領 」に示されている保育内容は、昭和31年
の6領域（ 健康、社会、自然、言語、絵画制作、音楽リ
ズム ）から、平成元年の改訂により5領域（ 健康、
人間関係、環境、言葉、表現 ）になった。
幼児教育において、身体表現に関する保育内容
は平成元年の改訂により、領域の「 表現 」で扱わ
れているが、それまでは「 音楽リズム 」という領
域に位置付けられていた。
本山ら1）は、『 日本保育学会研究論文集 』におい
て、タイトルに「 身体表現 」という語句が用いら
れている研究を分析し、「 幼稚園教育要領 」（ 平
成元年3月告示 ）が施行された平成2年度の研究発
表には、「 音楽表現 」を研究対象とする中で「 身
体表現 」という語句が用いられるなど、「 音楽リ
ズム 」の名残があることを報告している。
また、園田ら2）は身体表現が領域「 表現 」に位
置付けられることについて、「 身体表現教育には、
従来の音楽に付随するものとしての取り扱いを払
拭し、身体表現本来の特性を生かした教育が求め
られることになった 」と述べている。
これらからは、領域「 表現 」になるまでの間に、
身体表現が音楽教育もしくは音楽に付随するもの
と理解されたことが窺える。
領域「 音楽リズム 」の中に用いられた用語に、
「 動きのリズム 」がある。この用語は領域「 音楽
リズム 」の中で用いられたことにより、身体運動
もしくは身体表現としてだけでなく、音楽教育の
用語または音楽に付随する用語として理解される
など、幼児教育の現場にも混乱を招いた用語で
あった。
「 音楽リズム 」、「 動きのリズム 」は共に、領域
「 表現 」以降用いられることのない用語となった
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解不足を、『 幼稚園のための指導書　音楽リズ
ム 』が音楽に傾斜した参考書で終わった理由とし
てあげているのである。しかし、園田らは、その
ように推察するに至った理由は述べていない。
Ⅱ．研究の目的
本研究の目的は、『 幼稚園のための指導書　音
楽リズム 』が刊行されるまでの経過を明らかにす
ることにより、音楽に傾斜したもので終わった背
景について考察を試みるものである。それは、か
つて幼児教育において身体表現が音楽教育もしく
は音楽に付随するものと理解されることと深く関
係があった背景を究明するところにある。
本報告では、戦後教育改革期における「 遊戯 」
刷新の動きと坂元彦太郎の「 リズム 」の構想につ
いてまとめることを目的とする。
Ⅲ．坂元彦太郎による「遊戯」に代わる「リズ
ム」の構想
１．学校教育法（昭和22年3月31日）の幼稚園の
目標における「遊戯」の採用と「リズム」の
不採用
第二次世界大戦後、政府は教育刷新委員会の審
議と呼応しながら、教育基本法と共に学校教育法
の原案作成を急いだ。昭和22年3月31日、学校教
育法が公布され、大正15年に幼稚園に関する勅令
として制定された幼稚園令が廃止された。学校教
育法の制定により、幼稚園は第1条に規定する学
校体系の一環として位置づけられ、学校制度の最
初の段階として扱われることになったのである。
幼稚園令の施行規則には、保育内容にあたる5
項目として、「 遊戯、唱歌、観察、談話、手技等 」
が設けられていたが6)、この保育項目は、小学校
などの教科や科目のように各々独立した組織的体
系で、それを集めると教育課程になるという考え
方であった。これに対して、学校教育法では、第
78条に、園での教育活動全体にわたって到達さ
れるべき5つの目標を示すにとどめている7）。
学校教育法第78条には、「 音楽、遊戯、絵画そ
の他の方法により、創作的表現に対する興味を養
うこと 」とある。坂元彦太郎は、この文の原案と
して「 音楽・リズム・絵画・製作などによる創作
的表現に対する興味を養うこと 」を考え、「 リズ
が、これらの用語を生み出したのは、昭和23年9
月に設置され、昭和28年2月に『 幼稚園のための
指導書　音楽リズム 』を作成した保育要領改訂委
員会とされている。　　
保育要領改訂委員会を招集し、当初は委員で
あった文部省の坂元彦太郎は、戦後『 保育要領 』
（ 昭和23年3月 ）に採用された「 リズム 」という
用語を考案するなど、戦前の「 遊戯 」の刷新など
に取り組んだ。しかし、坂元自身は、『 幼稚園の
ための指導書　音楽リズム 』刊行以前に文部省を
離れたために、最後まで委員としてかかわること
はなかった。
出来上がった『 幼稚園のための指導書　音楽リ
ズム 』について、坂元は、「 音楽と身体的な表現
を一体としたものについての研究をはじめたもの
です。ところが、私がいる間はその方向に進んで
いたのですが、その後、私がいなくなり、時勢が
かわってくると、体の動きのリズムというよりも、
音楽の方に傾斜した参考書をつくったりすること
で終わってしまったのです 」3）と述べている。こ
のことからは、坂元が当初「 音楽と身体的な表現
を一体としたもの 」を構想していたことや、坂元
が委員を離れてから「 体の動きのリズム 」より
「 音楽の方に傾斜した 」ことが窺える。
坂元が言うように、『 幼稚園のための指導書　
音楽リズム 』において当初目指していたのが、音
楽と身体の動きを一体とするものをつくることで
あったのならば、なぜ音楽に傾斜したものを作る
ことで終わってしまったのか。また、その中で「 動
きのリズム 」は身体表現としての独自性をなぜ保
てなかったのであろうか。
この問題に関する先行研究はほとんどなされて
おらず、多くは『 保育要領 』や幼稚園教育要領に
関連する研究3）4）の中で、『 幼稚園のための指導書
　音楽リズム 』やそれを作成した保育要領改訂委
員会について、坂元の言葉を紹介するに留まって
いる。その中で園田ら5)の、坂元が「『 リズム 』と
いう音楽よりの名称で『 おどること 』を表そうと
したことに端を発し、文部省レベルでの研究不足
と教育現場の理解浸透不足などが原因として考え
られる 」と推察していることは注目される。つま
り、園田らは、坂元が発案した遊戯に代わる「 リ
ズム 」という用語、文部省の研究不足、現場の理
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の分野に新風をみちびき入れたいと願った 」15）か
らであった。
坂元は、この「 リズム 」という用語は英語のリ
ズムスからつけたと述べている16）。英語のリズ
ムスは、リズムという抽象名詞に複数のＳをつけ
た言葉である。坂元は、Ｓを付けることにより「 抽
象名詞ではなくなって、リズム的なさまざまな遊
びをひっくるめていう普通名詞になって 」いるこ
とに加え、幼児の教育にもしばしば登場している
ため、「 これと大体同じ意味に、リズムということ
ばをつかって日本の教育界に登場させよう 」17）と
考えたと述べている。
このリズムスに出会うまで、坂元は自身のイメー
ジした幼児の活動に合致する用語を探している。坂
元によれば、舞踊、舞踏、バレー、ダンス、おゆう
ぎは「それぞれの偏りをもっていて不十分」18）であ
り、「 ああした混乱は、適切な名前を人々が共通
にもたないことからも来ている 」19）と考えたから
であった。
また、「 内面的な律動をからだの動きに具体化
するという点では、英語のリズミック、ドイツ語
のリトミークあたりが適当ではないか、と思った
が、これは、すでに、昭和のはじめに日本の教育
界に輸入された一派の体育運動に名告けられてし
まっている 」20）という坂元の言説からは、用語の
選定について苦悩した様子が窺える。
Ⅳ．『保育要領』（昭和23年3月1日）における「リ
ズム」の採用とその取り扱いに対する坂元彦
太郎の不満
１．『保育要領』の作成とCIE顧問H.ヘファナン
の影響
文部省は、昭和22年2月、幼児教育内容調査委
員会を設置し、委員長・倉橋惣三を中心として『 保
育要領 』作成に努め、翌昭和23年3月1日に試案
として『 保育要領 』が刊行された。
この頃、幼稚園は「 学校教育法 」（ 昭和22年3
月 ）に基づき文部省の所轄、保育所は「 児童福祉
法 」（ 昭和22年12月 ）に基づき厚生省の所轄とさ
れ、制度上の位置づけが異なっている。『 保育要
領 』は、文部省によって作成されたものであるが、
幼児教育全体の参考となる手引書であり、幼稚園、
保育所、一般の父母に役立たせようとして書かれ
ム 」という用語を公式の場所に押し出すことを最
初に試みたことを述べている8）。
しかし、この原案は文部省内と占領軍司令部を
通過したものの、内閣の法制局では、それまで条
文の審議でカタカナを法律の条文に出した例はな
いことから、様々な指摘を受けることになる。そ
れは、「 リズムと言ったら音楽の三要素の一つで
はないか。だから、音楽・リズムと重ねることは
無意味ではないか。」と言われたことなどである。
これに対して坂元は、「 リズム 」を「 ハーモニィ
やメロディと並ぶ場合のリズムではなくて、いわ
ば人間の心身に内在しているリズムが身体の動き
に具体化したものをいうのだ。」と説明している。
しかし、「 そういう説明では一般の人には分りっ
こない。実際に、どんなことを指しているのか。」
と言われ、いわゆる、「 おゆうぎ 」の様な種類の
ものであるが、「 それ（ 遊戯 ）ではうまくないから、
何とか新しいことばでいいかえたいのだ。」と答
えたと語っている9）。
坂元によると、とりあえず「 遊戯 」にするよう
にと言われ、やむをえず「 リズム 」を「 遊戯 」に
変えたものが、結局法案として提出されることに
なり、学校教育法において、坂元の考えた「 リズ
ム 」は不採用に終わった。
２．坂元彦太郎が「リズム」を考えた理由
昭和前期において、遊戯の多くは唱歌と一緒
に行われており、唱遊と呼ばれている。また、
曲に合わせた共同遊戯、振り付けによる唱歌指
導なども多く行われていた10)。戦争中は、大部分
の幼稚園が歌に合わせての遊戯をしており、戦
争に関連した遊戯や音楽に合わせた舞踊劇も行
われていた11)。 
坂元が「 遊戯 」ではなく、何とか新しい用語「 リ
ズム 」にしたいと言う理由は、彼によれば「 新し
い名前をつけることによって、中味を一新しよう
としたため 」12）である。それは、「 人間の奥底に
触れる生命の躍動でもあるところの心も一体に
なったからだの律動的な動き 」13）が、「 わが国の
保育界では形の上では重要視されすぎるほどで
あったが、実質から言えば、たましいのない、外
からのわくにはまった『 おゆうぎ 』であり、『 お
どり 』のまねでしかなかった 」14）からであり、「 こ
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う用語を思いつく契機となった「 リズムス 」は、
H.ヘファナンが示した資料にあったことが窺える。
この資料における「 リズム 」の翻訳は、「 音楽
に合わせての舞踊や遊戯、即ち音楽の語る所に従っ
て走ったり、歩いたり、跳ねたり、大きく足踏み
したりすること 」28)である。それは、同資料の「 幼
児は音楽を聞きたがり、音楽に敏感であり、課業
中殆ど凡ゆる場合に歌い踊りたがるものである。
幼児が遊びながら自然に歌うのは安全感、幸福感
が溢れている最も明瞭な証拠である。教師は幼児
が音楽を聞き、リズムを認識し、之に観応するこ
とを学ぶことを助け得る。」29) という幼児の興味
を重視し30)、望ましい諸経験を用意する31)彼女の
教育思想によるものである。
ヘファナンの「 リズム 」は、「 音楽に合わせ
て 」、「 音楽の語る所に従う 」舞踊や遊戯、運動
であり、音楽に付随したものであるが、「 音楽 」
と区別し、独立した項目として取り扱われている
ことに注目する必要があろう。そしてそれは、日
本の従来の「 遊戯 」のように大人による振り付け
でなく子どもの意欲を重視するとともに、幼児が
音楽を聞き、リズムを認識し、リズムに感応した
舞踊や遊戯、運動であったのである。
２．『保育要領』における「リズム」の採用
坂元は、学校教育法では「 法制局のかたくなな
抵抗にあって失敗に終わった 」32)「 リズム 」を『 保
育要領 』（ 昭和23年 ）で公式の文書として用いる
ことに成功する。その時のことを、坂元は次のよ
うに述べている33)。
私がくわだて、そしてそれが遂に成功した
のは、「 保育要領 」の編集の中に織りこむこ
とであった。厳密にいえば、学校教育法に入
れこむことと平行して計画していたのであっ
たが、法律の方には目付役の関門が多くつよ
かったのに対して、「 保育要領 」の方は、こ
ちらの思う通りに運んだだけであった。
「 リズム 」は『 保育要領 』の中で幼児の保育内
容として挙げられた12項目の中の1項目になるが、
執筆者の副島ハマは執筆時のやりとりを次のよう
に回想している34)。
たものであった。
『 保育要領 』は幼児教育内容調査委員会によっ
て作成されたが21)、同委員会は連合軍最高司令部
民間情報教育局、通称CIEの顧問であったH.ヘ
ファナンの指導のもとに運営された22)。その影響
力は、委員会開設に当り文部省から出された委員
依頼の文書に、「 本委員会は連合軍最高司令部民
間情報教育部顧問ヘファナン女史了解の下に、同
女史の参加を得て設置するもの 」23)とあることか
らも窺えよう。
H.ヘファナンは自由保育を主張し、委員には
彼女の考えを示すものとして、「 Modern Devel-
opments in Kindergarten Education」が手渡さ
れた24)。
『 保育要領 』は、H.ヘファナンによって作られ
た章の枠組みによって構成され、それに従い、委
員が分担執筆したものをH.ヘファナンと日本側
委員の意見を調整する中でまとめられた25)。
H.ヘファナンが示した資料における保育内容
は26)、
（1）商店及び公共物の見学（2）リズム（3）休
憩（4）自由な遊び（5）音楽（6）お話（7）絵画
（8）クレイヨン作業（9）粘土細工（10）関心
の対象となるもの（11）関心の対象となる人
物（12）科学経験である。
『 保育要領 』の保育内容は、
（1）見学（2）リズム（3）休息（4）自由遊び
（5）音楽（6）お話（7）絵画（8）製作（9）自然
観察（10）ごっこ遊び・劇遊び・人形芝居
（11）健康保育（12）年中行事である。
H.ヘファナンの資料と『 保育要領 』を比較する
と、（1）から（8）までは内容も順番もほぼ同じで
あり、CIE顧問H.ヘファナンの影響の大きさが
窺える。
『 保育要領 』の「 リズム 」は、H.ヘファナンが
示した資料と同じ2項目目であるが、H.ヘファナ
ン が 示 し た 資 料 の「 リ ズ ム 」の 原 文 に は
“ Rhythms”と複数形で書かれている。坂元は、
「『 保育要領 』についてH.ヘファナンが示したも
のには“ Rhythms”と記してあったのにもヒント
を受けて、リズミカルな身体的な表現をリズムと
いうのが幼児にふさわしい 」27) と思ったことを述
べている。このことから、坂元が「 リズム 」とい
『幼稚園のための指導書　音楽リズム』（昭和28年）刊行過程の研究（１）
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坂元は、学校教育法では内閣法制局の抵抗にあ
い、「 遊戯 」に代わる用語として「 リズム 」を使
えなかったが、『 保育要領 』に登場させることが
できた。
『 保育要領 』には、「 リズム 」の目的を、「 幼児
ひとりひとり、及び共同の音楽的な感情やリズム
感を満足させ、子供の考えていることを身体の運
動に表わさせ、いきいきと生活を楽しませること
にある 」36）と記され、内容としては、「 唱歌遊び 」
と「 リズム遊び 」が挙げられている。「 唱歌遊び 」
と「 リズム遊び 」に関する記述は以下のとおりで
ある37）。
唱歌遊び。歌に合わせて遊びたいという自
然の要求からくるものである。歌いながらス
キップしたり、踊ったり、拍子に合わせて手
をたたいたりして遊びながら、だんだん組織
ある遊びをするように訓練されるのである。
おとなの考えで振り付けた遊戯をその形のま
まで教えこむより、できる限り子供の自由な
表現を重んじ、子供に歌詞・歌曲を理解させて、
自分たちの考えによって振り付けを創作させ
たら、もっとおもしろいものをつくり出すこ
とができるであろう。
リズム遊び。子供は常に生活の中から強い
印象を受けたものを、音楽に合わせて表現し
て遊びたがるものである。遠足・見学等で見
たこと、きいたこと等直接経験したこと、春
秋の農夫の働き、郊外の動物のリズム的活動、
汽車・電車・自動車等の子供の興味深いもの、
川の流れ、空とぶ鳥、花にたわむれる蝶、昆
虫等の生活を見たり、知ったり、また落葉・
雪・雨等の自然現象等すべてリズム運動をし
ているものに接すると、そのまゝリズム運動
をして遊ぶのである。幼児が種々の経験をし
たあと適当な音楽を伴奏してやるとリズム遊
びはもっと面白く、楽しくなる。子供の心に
ある映像がリズム的に表現されることにより、
感情は強く新鮮に豊かになってくるのである。
自発的にされるリズム遊びは身体に適当な運
動をさせるので、幼児の保健上からも大切で
ある。
幼児は過去の経験を生き生きと生活に表わ
最近はフランス語のリトミックという言葉
を使う人が多くなりましたが、このリズムも
初めは耳障りだったのでしょう。原案を読み
はじめると、倉橋先生に「 リズムとは、二拍
子、三拍子のことなのに、とくにリズムだけ
を離すのはおかしくないか 」と質問されまし
た。そこで、「 子どもの音楽は唱ったり聞い
たりだけでは不充分で、リズムとは音楽を身
体で表現することだから、リズム感が一番発
達するこの時期に、型の指導でなく自発的な
表現遊びとして・・・」と説明し、ヘファナ
ン女史のバックアップもあって納得してもら
いました。
この副島と倉橋とのやり取りの中で注目すべき
は、倉橋が「 リズム 」を音楽におけるリズムと理
解して質問している点と、副島がそれに対して「 リ
ズムとは音楽を身体で表現すること 」と答えてい
る点である。
坂元は、「 リズム 」という言葉を採用するにあ
たり、幼児の教育にもしばしば登場していること
を理由の一つとして挙げているが、倉橋のこの発
言から、幼児の教育にしばしば登場しているリズ
ムは、音楽の用語としての理解が一般的であった
と考えられる。
また、副島の返答から、副島自身は「 リズムと
は音楽を身体で表現すること 」と理解して執筆し
ていたと考えられる。それは、副島が「 リトミッ
ク 」を「 リズム 」と同義に捉えている文頭の記載
からも窺える。
副島は35)、上記の倉橋のやり取りに加え、当時
文部省初等教育課長であった坂元が、「 副島さん、
もうリズムという言葉を日本語にしてもよい時代
になったのでありませんか 」と述べたこと、それ
を副島は「 さすがは 」と感心したことを記載して
いる。また、「『 リズム 』という言葉は、この時の
坂元課長のご採択によるものです。」と述べてい
ることから、「 リズム 」という用語が、坂元によっ
て和訳されることなく、使われることになったと
考えられる。
Ⅴ．『保育要領』における「リズム」の取り扱い
に対する坂元彦太郎の不満
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なく、ほんとうにこどもたちの心やからだの
なかからわきでた動きを、心から楽しみなが
らあそびまわるようなものにしたい、との私
のねがいは、この項の執筆を分担した人たち
には、なかなか理解されなかった。いや、理
解はされたのであろうが、現実に園でいとな
まれているような具体的な活動としてこれを
説明することは、はなはだ困難であった。と
いって、ずぶのしろうとの私がこの項を執筆
したり、著しく担当者の原稿に筆をいれるよ
うなことはあまりにも大それたことであった。
したがって、できたものはにえ切らない中途
はんぱなものになってしまった。いまにして
思えば、せんえつなことであるが、自分で空
理にわたってもいいから、執筆しておけばよ
かったような気もしている。
  
坂元は「 リズム 」に、従来の大人の真似をする
「 遊戯 」ではなく、「 ほんとうにこどもたちの心や
からだおなかからわきでた動きを、心から楽しみ
ながらあそびまわるようなものにしたい 」と願っ
ていたことが窺える。しかし、この思いが『 保育
要領 』の「 リズム 」を書いた執筆者には充分伝わ
らず、文章として表現されていないという不満を
抱いている。
『 保育要領 』の「 リズム 」には、「 おとなの考え
で振り付けた遊戯をその形のままで教えこむより、
できる限り子供の自由な表現を重んじ 」、「 教師
の考えによって教えこむことは避けた方がよい 」
のように、従来の大人の真似をするように教える
「 遊戯 」とは異なることが窺える。
それでも坂元が不満を抱いたのは、「 子供に歌
詞・歌曲を理解させて、自分たちの考えによって
振り付けを創作させたら 」や「 子供らしい振り付
けが出来るもの 」、「 リズム劇などは子供中心に
考え 」のように、大人によってさせられる活動で
あることや「 振り付け 」、「 リズム劇 」のように
わくにはまった従来の「 遊戯 」を連想させる活動
が『 保育要領 』の文章に盛り込まれたからではな
いかと推察される。
Ⅵ．『保育要領』刊行後の混乱と保育要領改訂委
員会の発足
すのみならず、現在の周囲のおもちゃ・楽器・
設備品・絵本・あるいは友だちなどからも、
強い影響を受けて、それをリズムに乗せて表
現し、創作的に、想像的に、子供の世界を見
いだすのである。
リズム遊びには自発的にリズム遊びをする
ようになるためには、快くたのしい自然のふ
んい気がたいせつである。
自発活動は尊重されなければならない。そ
のためには、広い場所、自由なふんい気、時、
しげきとなる材料を与え、よく物を観察させ
ることも必要である。
リズム遊びに用いる音楽は、音楽的な立場
から、最も美しく簡単なものであること、自
分で音楽を解釈して、リズムに合わせてから
だを動かし、子供らしい振り付けが出来るも
のであること。興味は短く、音楽的気分はつ
たないものであるから、リズム劇などは子供
中心に考え、教師の考えによって教えこむこ
とは避けた方がよい。よろこんで楽しく遊ぶ
ということがたいせつである。
前述した通り、H.ヘファナンが示した資料の「 リ
ズム 」の翻訳は、「 音楽に合わせての舞踊や遊戯、
即ち音楽の語る所に従って走ったり、歩いたり、
跳ねたり、大きく足踏みしたりすること 」であっ
た。『 保育要領 』の「 リズム 」に記載されている、
「 歌に合わせて遊びたいという自然の要求からく
るものである。歌いながらスキップしたり、踊っ
たり、拍子に合わせて手をたたいたりして遊び 」、
「 子供は常に生活の中から強い印象を受けたもの
を、音楽に合わせて表現して遊びたがるものであ
る 」は、それを意図しているのではないかと考え
られる。
しかし、坂元自身は『 保育要領 』に書かれた「 リ
ズム 」に対して、「 これ（ 保育要領を指す：筆者 ）
ができるまでには随分苦労を重ね、しかも、残念
ながら遂に不満のままで公刊せざるをえなかっ
た 」38）と述べ、その理由を次のように記述してい
る39)。
新しい「 リズム 」は、いままでのように、
さるまわしのようにこどもをあやつるのでも
なく、ダンスやバレーのまねをさせるのでも
『幼稚園のための指導書　音楽リズム』（昭和28年）刊行過程の研究（１）
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が窺われる45)。
そして、『 保育要領 』で「 中途半端に生みおと
した『 リズム 』を、何とか目鼻をつけたり、成長
させたり 」46) するために、幼稚園として初の国家
予算を取り、保育要領改訂委員会を立ち上げてい
る47)。しかし、昭和23年9月に設置された「 保育
要領改訂委員会 」の当初の活動や全委員の氏名は
不明である。
坂元は、委員には「 音楽リズムについての研究
を一歩進めることのできる人たちばかりに集まっ
ていただくことにした 」48)、「 音楽リズムについて、
そのうちでも動きのリズムについて、新しい方向を
見出そうとして、衆知を集めることにしました」49)
と述べている。また、諸井三郎に相談して、邦正
美などいろいろな委員を集めたようであるが50）、
「 既存の各流派（？）の代表を集めればそれまで
であるが、ほんとうに幼児の教育の現実に即しな
がら、新風を入れようとするには、なかなか適当
な人選ができなかった 」51）ようである。
委員会について坂元は、「 当時視学官であった作
曲家の諸井三郎（ 当時小学校等の音楽教育改革の
指導者であった ）を中心にし、新しい舞踊家邦正
美を招き、さらに省内外の関係者で構成されました。
はじめは活発な論議がかわされ、マンネリにおちいっ
ていたこの種の活動について新しい方向が示され
るようになるだろうと思われました。」52）と述べて
いる。しかし、委員会で始めたリズムについての
審議は、とてもらちの明くような問題ではなかっ
た。53）
坂元彦太郎はその後文部省の改組によって、昭
和24年6月に文部省から岡山大学に移り、保育要
領改訂委員会は文部省学校教育局初等教育課から
初等中等教育局初等教育課に引き継がれた。54）55) 
Ⅶ．まとめ
本研究の目的は、『 幼稚園のための指導書　音
楽リズム 』が刊行されるまでの経過を明らかにす
ることにより、音楽に傾斜したもので終わった背
景について考察を試みるものである。そこで本報
告では、戦後教育改革期における「 遊戯 」刷新の
動きと坂元彦太郎の「 リズム 」の構想についてま
とめることを目的としていた。
以下に本研究で明らかとなったことをまとめたい。
１．『保育要領』刊行後の混乱
『 保育要領 』は昭和23年3月に刊行され、その趣
旨を徹底するために様々な催しが持たれたが、「 在
来の教育のあり方に比べて、その説くところがあ
まりにもかけ離れていた 」40) ために、様々な試み
をする人がいる一方で、戸惑う人、無視する人、
趣旨とは異なる理解をする人などが生じた41)。
長く存在した「 遊戯 」がなくなり、戦前にはな
かったカタカナの「 リズム 」が入ったことなども
混乱の要因であったことは十分考えられる。
２．保育要領改訂委員会の設置（昭和23年9月）
と設置理由
『 保育要領 』の表紙には二十二年度試案と記載
されている。これは、「 次々に新しく試案を出すが、
いつかは、決定版を出すことが予想されて 」42）い
たためである。刊行の6ヵ月後の昭和23年9月に、
文部省学校教育局初等教育課によって「 保育要領
改訂委員会 」が設置されたことは、このことを裏
付けるものである。同委員会について坂元は43)、
保育要領が出版された昭和23年3月には、「 リズ
ム 」のことを主題にしたその改訂のための委員会
が出発しており、邦正美、諸井三郎、水谷光、副
島ハマなども参加していたと述べている。しかし、
出来上がった『 幼稚園のための指導書　音楽リズ
ム 』（ 昭和28年 ）の保育要領改定委員会関係者名
に副島ハマの名前が記載されていないなど、発足
時の活動については不明である。
「 保育要領改訂委員会 」の設立理由は、坂元に
よれば、いずれは『 保育要領 』全体の改善をはか
ることは当然であったが、いちばん緊急を要する
ことの一つとして、保育内容の「 楽しい幼児の経
験 」の一つとして挙げられた「 リズム 」について
研究を重ね、在来の保育項目の一つであった「 遊
戯 」の刷新をはかることにあった44）。また、委員
会の発足について後に坂元は、森上史郎との対話
の中で、『 保育要領 』の中で楽しい経験として書
いてある主旨は間違いないにしても描写が不十分
であるため研究して調整していくことで委員会を
出発させたこと、「 ただし実際は戦前の『 お遊戯 』
をもっと近代的で教育的なものにかえよという私
の考えがあって、そのことを中心に出発した 」こ
とを述べており、坂元自身の意向が強かったこと
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金沢大学大学院教育学研究科　教育実践高度化専攻　修
士論文 ）の序章及び第１章第１節に加筆、修正を加えた
ものである。
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ズム 」という用語を考案し、幼児教育における「 遊
戯 」刷新に取り組んだ。坂元は、戦前の型にはまっ
た「 遊戯 」ではなく、心身から湧き出る律動を身
体で表現する「 リズム 」が必要と考えたのである。
この「 リズム 」は、学校教育法（ 昭和22年3月 ）
の幼稚園の目標に採用されなかったが、『 保育要
領 』（ 昭和23年3月 ）において、保育内容（（1）見
学（2）リズム（3）休息（4）自由遊び（5）音楽（6）
お話（7）絵画（8）製作（9）自然観察（10）ごっこ
遊び・劇遊び・人形芝居（11）健康保育（12）年中
行事 ）の一つとして採用された。
『 保育要領 』の作成は占領下において行われ、
特にCIE顧問H.ヘファナンの強い影響があった。
坂元が「 リズム 」という用語を思いつく契機となっ
た「 リズムス 」という用語は、H.ヘファナンが示
した資料にあるが、その翻訳は、「 音楽に合わせて
の舞踊や遊戯、即ち音楽の語る所に従って走ったり、
歩いたり、跳ねたり、大きく足踏みしたりするこ
と。」とあり、音楽を伴うものであった。しかし、
ヘファナンの資料では、「 リズム 」を「 音楽 」とは
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ひとりひとり、及び共同の音楽的な感情やリズム
感を満足させ、子供の考えていることを身体の運
動に表わさせ、いきいきと生活を楽しませること 」
と記され、その内容には、「 唱歌遊び 」と「 リズム
遊び 」があげられている。しかし、『 保育要領 』に
書かれた「 リズム 」は、執筆者に思いが充分伝わ
らず、文章に表現されなかったという不満を坂元
に抱かせるものであった。また、当時の日本の幼
児教育においても、「 リズム 」は「 音楽 」の用語と
しての理解が一般的であった。
昭和23年9月に「 保育要領改訂委員会 」は設置さ
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